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郷
土
の
先
人
が
開
い
た
新
田
開
発
…

砂
川
・
小
川
・
中
藤
新
田
を
中
心

に
…

武
蔵
村
山
郷
土
の
会
　
H
16

三
多
摩
の
機
能
に
関
す
る
調
査
資
料

東
京
都
総
務
局
文
書
課
調
査
係

S
26

発
見
と
感
動
の
生
涯
学
習
―
東
京
雑

学
大
学
の
軌
跡

菅
原
珠
子
　
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ

く
り
実
行
委
員
会
　
H
14

道
祖
神
サ
イ
ノ
カ
ミ
み
て
あ
る
記
そ

の
2

平
成
十
六
年
（
2
0
0
4
）

〜
平
成
二
十
年
（
2
0
0
8
）

犬
飼
康
祐
　
H
20

道
祖
神
サ
イ
ノ
カ
ミ
み
て
あ
る
記

平
成
二
十
年
（
2
0
0
8
）
東
京

都
八
王
子
市
台
町
浅
間
神
社
　
東

京
都
八
王
子
市
山
田
町
山
田
小
学

校

犬
飼
康
祐
　
H
20

多
摩
石
仏
の
会
例
会
記
録
　
平
成
十

九
年
　
私
の
『
あ
し
あ
と
』
20

犬
飼
康
祐
　
H
20

石
佛
雑
記
ノ
ー
ト
16
、
17

石
川
博
司
　
多
摩
野
佛
研
究
会

H
20

北
多
摩
獅
子
舞
辞
典

石
川
博
司
　
多
摩
獅
子
の
会
H
20

西
多
摩
獅
子
舞
辞
典

石
川
博
司
　
多
摩
獅
子
の
会
H
20

獅
子
舞
雑
記
ノ
ー
ト
1

石
川
博
司
　
多
摩
獅
子
の
会
H
20

大
正
・
昭
和
初
期
　
多
摩
を
走
っ
た

バ
ス

清
水
正
之
　
H
19

多
摩
の
街
か
ら
―
多
摩
交
流
セ
ン
タ

ー
「
エ
ッ
セ
イ
の
会
」
作
品
　
第

6
集

多
摩
交
流
セ
ン
タ
ー
生
涯
教
育
学

習
サ
ー
ク
ル
「
エ
ッ
セ
イ
の
会
」

H
19

平
成
十
九
年
度
特
別
展
図
録
「
八
王

子
の
天
然
理
心
流
―
受
け
継
が
れ

た
剣
術
・
柔
術
・
棒
術
―
」

八
王
子
市
郷
土
資
料
館
　
八
王
子

市
教
育
委
員
会
　
H
20

峻
翁
令
山
和
尚
　
や
ま
た
本
坊
廣
園

寺
の
開
山
さ
ま

絵
／
橋
本
豊
治
・
文
／
村
野
此
中

兜
率
山
廣
園
寺
護
持
会
　
H
20

詩
集
い
き
て
こ
そ
い
ま

た
け
の
・
こ
う
き
　
詩
人
会
議
出

版
　
H
20

2
0
0
7
武
蔵
野
市
市
勢
要
覧

武
蔵
野
市
企
画
政
策
室
広
報
課
・

武
蔵
野
市
市
勢
要
覧
編
集
委
員
会

東
京
都
武
蔵
野
市
　
H
19

青
梅
再
発
見

大
倉
十
彌
也
　
H
19

青
梅
三
匹
獅
子
舞
辞
典

石
川
博
司
　
多
摩
獅
子
の
会
H
20

大
賀
文
庫
目
録
　
改
訂
版

府
中
市
立
図
書
館
・
府
中
市
教
育

委
員
会
　
H
19

府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
紀
要
第
21

号府
中
文
化
振
興
財
団
・
府
中
市
郷

土
の
森
博
物
館
　
H
20

府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
年
報
第
21

号府
中
文
化
振
興
財
団
　
H
20

府
中
市
内
家
分
け
古
文
書
目
録
11

人
見
河
内
武
家
文
書
目
録
　
河
内

辰
夫
家
文
書
目
録
　
河
内
貞
子
家

文
書
目
録

府
中
文
化
振
興
財
団
・
府
中
市
郷

土
の
森
博
物
館
　
H
20

御
用
留
（
4
）〔
2
版
〕

調
布
市

史
研
究
資
料
20

調
布
市
総
務
部
総
務
課
歴
史
資
料

係
　
調
布
市
　
H
20

武
相
自
由
民
権
史
料
集
　
全
六
巻

第
一
巻
　
第
一
編
　
地
域
指
導
層

入手資料の
ごあんない

ご寄贈ありがとうございました
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の
幕
末
維
新

第
二
巻
　
第
二
編
　
立
憲
制
要
求

期
の
政
治
運
動

第
三
巻
　
第
三
編
　
国
会
開
設
後

の
政
治
運
動

第
四
巻
　
第
四
編
　
地
域
指
導
層

の
諸
活
動
（
上
）

第
五
巻
　
第
四
編
　
地
域
指
導
層

の
諸
活
動
（
下
）

第
六
巻
　
第
五
編
　
民
衆
的
諸
運

動
の
世
界

町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館
　
町

田
市
教
育
委
員
会
　
H
19

交
通
・
運
輸
　
旅
宿
・
旅
行
　
伝
馬

・
助
郷
　
馬
・
荷
車
等
　
小
平
市

史
料
集
第
三
十
集

小
平
市
中
央
図
書
館
　
H
20

日
野
市
郷
土
資
料
館
紀
要
第
2
号

（
通
巻
10
号
）（
平
成
18
年
度
）

日
野
市
郷
土
資
料
館
　
H
19

日
野
市
神
明
上
遺
跡
―
一
般
国
道
20

号
日
野
バ
イ
パ
ス
（
日
野
地
区
）

改
築
工
事
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
―
　
東
京
都
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
第
214
集

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
文
化
事
業
団

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

H
19

日
野
市
№
51
遺
跡
―
多
摩
平
団
地
建

替
事
業
（
第
2
期
）
に
伴
う
H
区

の
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
―
　
東

京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査

報
告
第
215
集

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
文
化
事
業
団

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

H
19

日
野
市
国
民
保
護
計
画
資
料
編

日
野
市
　
H
19

平
成
19
年
7
月
29
日
執
行
参
議
院
議

員
選
挙
の
記
録

日
野
市
選
挙
管
理
委
員
会
　
H
19

第
38
回
と
う
け
い
日
野

総
務
部
総
務
課
統
計
担
当
　
日
野

市
　
H
19

社
会
科
副
読
本
3
・
4
年
わ
た
し
た

ち
の
日
野
〔
改
訂
版
〕

社
会
科
副
読
本
作
成
委
員
会
　
日

野
市
教
育
委
員
会
　
H
18

2
0
0
6
年
度
（
平
成
18
年
度
）
日

野
市
環
境
白
書
　
日
野
市
環
境
基

本
条
例
18
条
に
基
づ
く
年
次
報
告

書日
野
市
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
　
か

わ
せ
み
館
　
日
野
市
　
H
19

東
村
山
市
史
研
究
　
第
16
号

東
村
山
ふ
る
さ
と
歴
史
館
　
東
村

山
市
　
H
19

く
に
た
ち
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
設
立
20
周
年
記
念
誌

設
立
20
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会

く
に
た
ち
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
　
H
20

大
西
健
夫
・
堤
清
二
編
『
国
立
の
小

学
校
』〔
抜
刷
『
歴
史
地
理
学
』

第
49
巻
5
号
〕

鷲
崎
俊
太
郎
　
H
19

近
代
戦
争
の
あ
ゆ
み
と
戦
時
下
の
福

生
―
平
和
の
た
め
の
戦
争
資
料
展

―

福
生
市
郷
土
資
料
室
　
H
18

福
生
市
郷
土
資
料
室
年
報
27

福
生
市
郷
土
資
料
室
　
福
生
市
教

育
委
員
会
　
H
20

平
成
19
年
度
特
別
展
解
説
書
　
村
山

大
島
紬
―
都
無
形
文
化
財
指
定
40

周
年
記
念
―

武
蔵
村
山
市
教
育
委
員
会
（
武
蔵

村
山
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）

H
19

故
郷
村
山
の
人
物
史

細
井
五
・
成
迫
政
則
・
石
川
伊
三

郎
・
内
野
昭
・
内
野
定
年
・
井
上

昇
　
武
蔵
村
山
郷
土
の
会
　
H
17

武
蔵
村
山
市
に
残
る
戦
争
遺
跡

細
井
五
・
成
迫
政
則
・
石
川
伊
三

郎
・
内
野
昭
・
内
野
定
年
・
丹
沢

勝
・
井
上
　
昇
　
H
19

「
武
蔵
村
山
郷
土
か
る
た
」
展

石
川
伊
三
郎
・
井
上
昇
・
内
野
昭

・
丹
沢
勝
・
成
迫
政
則
・
細
井
五

内
野
定
年
　
武
蔵
村
山
郷
土
の
会

H
18
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羽
村
市
郷
土
博
物
館
紀
要
第
二
十
二

号羽
村
市
郷
土
博
物
館
　
羽
村
市
教

育
委
員
会
　
H
19

住
民
の
目
で
見
つ
づ
け
た
多
摩
川
の

35
年
　
蓄
積
し
た
写
真
資
料
等
に

よ
る
多
摩
川
の
自
然
環
境
の
変
遷

を
解
明
す
る
研
究
（
と
う
き
ゅ
う

環
境
浄
化
財
団
研
究
助
成
2
0
0

6
年
4
月
27
日
付
第
2
0
0
6
―

32
号
）〈
試
行
版
〉

多
摩
川
の
自
然
を
守
る
会
　
H
19

地
域
と
と
も
に
―
西
武
バ
ス
60
年
の

あ
ゆ
み
―

西
武
バ
ス
株
式
会
社
社
史
編
纂
委

員
会
　
西
武
バ
ス
　
H
19

2
0
0
7
年
会
社
要
覧

京
王
電
鉄
株
式
会
社
広
報
部
H
19

小
笠
原
村
　
北
硫
黄
島
石
野
遺
跡

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第

21
集

東
京
都
教
育
庁
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
部
計
画
課
　
H
17

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報

27東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
文
化
事
業
団
東

京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
H
19

東
京
都
の
中
世
城
館
（
主
要
城
館
編
）

東
京
都
教
育
委
員
会
　
H
18

東
京
都
の
中
世
城
館
（
城
館
一
覧
・

分
布
図
編
）

東
京
都
教
育
委
員
会
　
H
17

私
た
ち
の
東
京

東
京
都
小
学
校
社
会
科
研
究
会

H
20

東
京
都
板
橋
区
舟
渡
遺
跡
第
6
地
点

発
掘
調
査
報
告
書
―
舟
渡
二
丁
目

6
番
地
点
―

共
和
開
発
　
リ
バ
テ
ィ
・
共
和
開

発
　
H
19

特
別
展
「
所
荘
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

西
洋
兵
学
」

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
　
H
20

東
京
都
板
橋
区
赤
塚
野
口
遺
跡
発
掘

調
査
報
告
書
―
赤
塚
五
丁
目
1
番

地
点

共
和
開
発
日
栄
ハ
ウ
ジ
ン
グ
株
式

会
社
・
共
和
開
発
株
式
会
社
H
20

東
京
都
板
橋
区
舟
渡
遺
跡
第
7
地
点

発
掘
調
査
報
告
書
―
舟
渡
二
丁
目

5
番
地
点
―

共
和
開
発
　
リ
ー
フ
・
リ
ア
ル
エ

ス
テ
ー
ト
・
共
和
開
発
　
H
19

東
京
都
板
橋
区
前
野
兎
谷
遺
跡
第
2

地
点
発
掘
調
査
報
告
書
―
前
野
町

五
丁
目
27
番
地
点
―

共
和
開
発
　
H
19

東
京
都
北
区
飛
鳥
山
遺
跡
Ⅲ

東
京
都
北
区
教
育
委
員
会
　
H
19

新
宿
区
若
松
町
遺
跡
Ⅱ
（
豊
前
小
倉

藩
下
屋
敷
跡
遺
跡
）
―
平
成
19
年

度
　
環
状
第
4
号
線
（
河
田
町
）

整
備
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
―

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調

査
報
告
第
217
集

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
文
化
事
業
団
　

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

H
20

新
宿
区
尾
張
徳
川
家
下
屋
敷
跡
Ⅴ
―

国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
新
棟
整

備
第
1
期
工
事
に
伴
う
調
査
―

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調

査
報
告
第
219
集

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
文
化
事
業
団

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

H
20

東
京
都
新
宿
区
矢
来
町
遺
跡
Ⅱ
―

「（
仮
称
）
ス
タ
イ
ル
ハ
ウ
ス
神
楽

坂
」
建
設
工
事
に
伴
う
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
報
告
書
―

テ
イ
ケ
イ
ト
レ
ー
ド
株
式
会
社
埋

蔵
文
化
財
事
業
部
　
三
菱
地
所
株

式
会
社
・
テ
イ
ケ
イ
ト
レ
ー
ド
株

式
会
社
埋
蔵
文
化
財
事
業
部
H
19

東
京
都
墨
田
区
肥
前
平
戸
新
田
藩
下

屋
敷
跡
―
東
京
簡
易
裁
判
所
墨
田

分
室
庁
舎
整
備
に
伴
う
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
報
告
書
―

東
京
簡
裁
墨
田
分
室
埋
蔵
文
化
財

調
査
会
　
最
高
裁
判
所
・
墨
田
コ

ー
ト
ハ
ウ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

・
東
京
簡
裁
墨
田
分
室
埋
蔵
文
化
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財
調
査
会
　
H
19

旧
彦
根
藩
世
田
谷
領
願
書
留
ニ
　
世

田
谷
叢
書
第
二
集

世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
　
世
田

谷
区
教
育
委
員
会
　
H
20

千
代
田
区
和
泉
伯
太
藩
・
武
蔵
岡
部

藩
上
屋
敷
跡
遺
跡
―
平
成
18
年
度

参
議
院
新
議
員
会
館
整
備
等
事
業

に
伴
う
調
査
―
　
東
京
都
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
第
216
集

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
文
化
事
業
団

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

H
19

道
潅
紀
行

尾
崎
孝
　
山
吹
の
会
　
H
20

富
士
塚
の
諸
相
〔
抜
刷
『
駒
澤
地
理
』

第
44
号
〕

中
島
義
一
　
H
20

松
姫
伝
説
の
里
　
西
原

山
梨
県
上
野
原
市
立
西
原
中
学
校

H
20

西
原
と
太
平
洋
戦
争
〜
戦
時
下
の
記

憶
〜

山
梨
県
上
野
原
市
立
西
原
中
学
校

H
20

西
原
中
学
校
閉
校
記
念
誌

上
野
原
市
教
育
委
員
会
・
上
野
原

市
立
西
原
中
学
校
　
H
20

生
徒
会
誌
「
山
な
み
」
第
36
号

山
梨
県
上
野
原
市
立
西
原
中
学
校

山
な
み
編
集
委
員
会
　
H
20

平
成
16
年
度
〜
平
成
19
年
度
西
原
中

学
校
の
記
憶

山
梨
県
上
野
原
市
立
西
原
中
学
校

H
20

西
原
の
方
言
と
昔
話

山
梨
県
上
野
原
市
立
西
原
中
学
校

H
20

西
原
の
屋
号
と
年
中
行
事

山
梨
県
上
野
原
市
立
西
原
中
学
校

H
20

平
成
19
年
度
郷
土
西
原
の
研
究
〜
総

合
的
な
学
習
の
時
間
を
通
し
て
〜

山
梨
県
上
野
原
市
立
西
原
中
学
校

H
20

西
原
に
伝
わ
る
無
形
民
俗
文
化
財

古
在
家
の
神
楽
舞

山
梨
県
上
野
原
市
立
西
原
中
学
校

H
20

西
原
の
唄
と
音
楽

山
梨
県
上
野
原
市
立
西
原
中
学
校

H
20

西
原
の
巨
樹
―
付
録
　
西
原
の
こ
と

ば
で
綴
る
樹
木
た
ち
―

山
梨
県
上
野
原
市
立
西
原
中
学
校

H
20

加
藤
八
郎
家
文
書
目
録
　
鳩
ヶ
谷
市

立
郷
土
資
料
館
史
料
目
録
9

鳩
ヶ
谷
市
立
郷
土
資
料
館
　
H
20

仲
道
柴
山
遺
跡
第
11
次
発
掘
調
査
報

告
書
　
鶴
ヶ
島
市
埋
蔵
文
化
財
調

査
報
告
第
61
集

鶴
ヶ
島
市
遺
跡
調
査
会
　
H
20

飯
能
市
遺
跡
分
布
調
査
報
告
書
Ⅱ
―

名
栗
地
域
―
　
飯
能
市
内
遺
跡
発

掘
調
査
報
告
書
16

飯
能
市
教
育
委
員
会
　
H
20

飯
能
の
遺
跡
（35）
飯
能
焼
原
窯
跡
第
6

次
調
査

飯
能
市
教
育
委
員
会
　
H
19

続
・
埼
玉
の
城
址
30
選

西
野
博
道
　
埼
玉
新
聞
社
　
H
20

川
越
獅
子
舞
合
同
演
舞
会

石
川
博
司
　
多
摩
獅
子
の
会
H
20

年
報
　
平
成
18
年
度

大
磯
町
郷
土
資
料
館
　
H
19

御
幣
山
遺
跡
（
第
5
次
調
査
）

吾
妻
考
古
学
研
究
所
　
H
19

川
崎
市
高
津
区
下
作
延
巳
ノ
谷
遺
跡

第
5
次
調
査
発
掘
調
査
報
告
書

吾
妻
考
古
学
研
究
所
　
H
19

川
崎
市
宮
前
区
小
台
遺
跡
第
2
地
点

吾
妻
考
古
学
研
究
所
　
H
19

横
浜
市
港
北
区
篠
原
大
原
北
遺
跡

吾
妻
考
古
学
研
究
所
　
野
村
不
動

産
株
式
会
社
　
H
19

横
浜
市
都
筑
区
薮
根
不
動
原
遺
跡
発

掘
調
査
報
告
書
（
第
1
分
冊
）

薮
根
不
動
原
遺
跡
調
査
団
　
H
19

横
浜
市
都
筑
区
薮
根
不
動
原
遺
跡
発

掘
調
査
報
告
書
（
第
2
分
冊
）

薮
根
不
動
原
遺
跡
調
査
団
　
H
19
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研
究
ノ
ー
ト
　
明
治
初
期
の
横
浜
居

留
地
市
場
と
内
外
商
間
取
引
〔
抜

刷
『
三
田
学
会
雑
誌
』
99
巻
4
号
〕

鷲
崎
俊
太
郎
　
H
19

分
類
神
奈
川
県
方
言
辞
典
（
Ⅳ
）
―

娯
楽
、
行
動
・
性
情
、
時
間
・
空

間
、
そ
の
他
―
　
神
奈
川
県
民
俗

調
査
報
告
書
24

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
　
H
19

京
都
府
埋
蔵
文
化
財
情
報
　
第
104
号

京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ

ン
タ
ー
　
H
19

日
本
の
図
書
館
統
計
と
名
簿
　
2
0

0
7

日
本
図
書
館
協
会
図
書
館
調
査
事

業
委
員
会
　
日
本
図
書
館
協
会

H
20

国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
研
究
篇
第
4
号
（
通
巻
第
39

号
）

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
　
人
間

文
化
研
究
機
構
　
国
文
学
研
究
資

料
館
　
H
20

租
税
史
料
年
報
　
平
成
18
年
度
版

税
務
大
学
校
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー

（
租
税
史
料
室
）

H
19

平
成
19
年
度
　
会
員
名
簿

日
本
博
物
館
協
会
事
務
局
　
H
19

解
説
書
的
な
案
内
書
　
国
分
寺
に
つ

い
て

成
田
供
　
武
蔵
野
書
房
　
H
20

子
孫
が
語
る
土
方
歳
三

土
方
愛
　
新
人
物
往
来
社
　
H
19

宮
古
海
戦
を
追
え
！
〜
土
方
歳
三
子

孫
の
史
跡
巡
り

土
方
愛
・
横
田
淳
　
H
19

つ
む
ぎ
―
語
り
継
ぎ
た
い
20
世
紀
の

記
録
（
4
）
―

「
つ
む
ぎ
」
の
会
　
揺
籃
社
H
20

世
界
遺
産
年
報
2
0
0
8
№
13

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
　
H
19

自
治
と
参
加
・
協
働
―
ロ
ー
カ
ル
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
再
構
築

羽
貝
正
美
　
学
芸
出
版
社
　
H
19

庚
申
塔
報
告
　
第
1
号
　
平
成
の
庚

申
塔

多
田
治
昭
　
H
20

石
仏
報
告
　
第
1
号
　
道
祖
神

多
田
治
昭
　
H
20

石
仏
散
歩
悠
真
　
第
6
号
　
栃
木
県

の
石
仏
3
、
第
7
号
　
四
十
九
院

の
石
仏
、
第
16
号
　
栃
木
県
の
石

仏
5
、
第
17
号
　
地
蔵
菩
薩
2
、

第
18
号
　
神
奈
川
県
の
石
仏
2
、

第
19
号
　
地
蔵
菩
薩
3
、
第
20
号

栃
木
県
の
石
仏
7

多
田
治
昭
　
H
18
、
19

日
本
航
空
機
総
集
第
七
巻
立
川
・
陸

軍
航
空
工
廠
・
満
飛
・
日
国
篇

〔
再
版
〕

野
沢
正
　
出
版
共
同
社
　
S
62

堤
康
次
郎
と
西
武
グ
ル
ー
プ

大
西
健
夫
・
齋
藤
　
憲
・
川
口

浩
　
知
泉
書
館
　
H
18

そ
の
時
…
　
品
田
健
一
写
真
集

品
田
健
一
　
H
17

抜
萃
の
つ
づ
り
　
そ
の
67

熊
平
製
作
所
　
H
20

郷
土
研
だ
よ
り
330
〜
334

東
村
山
郷
土
研
究
会
　
H
19
、
20

杉
並
郷
土
史
会
史
報
207
、
208

杉
並
郷
土
史
会
　
H
20

く
に
た
ち
の
自
然
と
文
化
40

国
立
の
自
然
と
文
化
を
守
る
会

H
20

郷
土
史
29

八
王
子
市
川
口
郷
土
史
研
究
会

H
20

説
経
節
の
会
通
信
75
〜
77

説
経
節
の
会
　
H
20

か
わ
せ
み
通
信
111
、
112

川
崎
実
　
H
20

八
王
子
車
人
形
後
援
会
報
18

八
王
子
車
人
形
後
援
会
　
H
20

伊
奈
石
の
会
会
誌
「
伊
奈
石
」
11

伊
奈
石
の
会
　
H
20

浅
川
地
下
壕
の
保
存
を
す
す
め
る
会

ニ
ュ
ー
ス
61
、
62

浅
川
地
下
壕
の
保
存
を
す
す
め
る

会
　
H
19
、
20
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戦
争
の
き
ず
あ
と
・
む
さ
し
の
30

武
蔵
野
の
空
襲
と
戦
争
遺
跡
を
記

録
す
る
会
　
H
20

ま
ち
だ
史
考
会
「
い
し
ぶ
み
」
24

ま
ち
だ
史
考
会
　
H
19

史
考
会
だ
よ
り
20

ま
ち
だ
史
考
会
　
H
20

旧
交
会
7

八
王
子
千
人
同
心
旧
交
会
　
H
19

武
蔵
野
か
ら
121
、
122

武
蔵
野
か
ら
編
集
室
　
H
19
、
20

い
ち
は
ち
ご
163
〜
166

い
ち
は
ち
ご
事
務
局
　
H
20

多
摩
ら
・
び
48

多
摩
情
報
メ
デ
ィ
ア
　
H
20

月
刊
　
風
の
た
よ
り
234

N
P
O
法
人
フ
ジ
の
森
　
H
20

は
ち
と
ぴ
4

揺
籃
社
　
H
20

短
歌
草
原
936
〜
939

短
歌
草
原
社
　
H
20

ヒ
ュ
ー
マ
ン
40

ヒ
ュ
ー
マ
ン
刊
行
会
　
H
20

か
わ
せ
み
40

八
王
子
・
日
野
カ
ワ
セ
ミ
会
H
20

雑
木
林
の
詩
69

東
大
和
市
環
境
を
考
え
る
会
H
20

多
摩
け
い
ざ
い
43

多
摩
信
用
金
庫
価
値
創
造
事
業
部

地
域
経
済
研
究
所
　
H
20

倉
沢
里
山
を
愛
す
る
会
会
報
44

倉
沢
里
山
を
愛
す
る
会
　
H
20

関
東
近
世
史
研
究
会
会
報
63

関
東
近
世
史
研
究
会
　
H
19

地
方
史
研
究
330
、
331

地
方
史
研
究
協
議
会
　
H
19
、
20

東
京
の
遺
跡
87

東
京
考
古
談
話
会
　
H
20

郵
政
考
古
紀
要
50
、
51

大
阪
・
郵
政
考
古
学
会
　
H
19

産
業
考
古
学
126

産
業
考
古
学
会
　
H
19

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
資
料
保
存
86
、
87

日
本
図
書
館
協
会
資
料
保
存
委
員

会
　
H
19

に
い
く
ら
ご
お
り
10

に
い
く
ら
ご
お
り
の
会
　
S
52

日
本
の
石
仏
124

日
本
石
仏
協
会
　
H
19

板
橋
史
談
244

板
橋
史
談
会
　
H
20

民
具
研
究
136

日
本
民
具
学
会
　
H
19

西
郊
民
俗
202

西
郊
民
俗
談
話
会
　
H
20

地
図
中
心
424
〜
426

日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
　
H
20

北
区
史
を
考
え
る
会
会
報
87

北
区
史
を
考
え
る
会
　
H
20

地
域
文
化
83

八
十
二
文
化
財
団
　
H
20

東
京
産
業
考
古
学
会
72
、
73

東
京
産
業
考
古
学
会
　
H
20

義
太
夫
協
会
会
報
義
太
夫
86

義
太
夫
協
会
　
H
20

歴
史
地
理
学
236

歴
史
地
理
学
会
　
H
19

歴
史
と
地
理
530

山
川
出
版
社
　
H
11

燎
305
〜
307

燎
俳
句
会
　
H
20

図
書
館
雑
誌
1009
〜
1012

日
本
図
書
館
協
会
　
H
19
、
20

み
ず
の
わ
135

前
澤
工
業
「
み
ず
の
わ
」
発
行
委

員
会
　
H
20

博
物
館
研
究
474
〜
477

日
本
博
物
館
協
会
　
H
19
、
20

専
門
図
書
館
227

専
門
図
書
館
協
議
会
　
H
20

文
環
研
レ
ポ
ー
ト
25

文
化
環
境
研
究
所
　
H
20

C
ultivate

31

文
化
環
境
研
究
所
　
H
20

中
央
大
学
史
紀
要
13

中
央
大
学
広
報
部
大
学
史
編
纂
課

H
20

国
際
基
督
教
大
学
学
報
3
―
A

ア

ジ
ア
文
化
研
究
別
冊
16

国
際
基
督
教
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研

究
所
　
H
19

東
京
家
政
学
院
生
活
文
化
博
物
館
年
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報
17

東
京
家
政
学
院
生
活
文
化
博
物
館

H
20

民
俗
学
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
79

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
　
H
20

法
政
考
古
学
33

法
政
考
古
学
会
　
H
19

駿
台
史
学
132

駿
台
史
学
会
　
H
19

民
具
マ
ン
ス
リ
ー
477
、
478

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究

所
　
H
19
、
20

近
松
研
究
所
紀
要
18

園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所

H
19

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

平
成
19
年
度
入
手
絵
葉
書

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

八
王
子
市
薹
町
　
武
田
山
信
松
院
絵

葉
書
　
其
一

略
縁
起
、
境
内
之
一
部
、
開
基
松

姫
尼
公
御
木
造
、
文
禄
時
代
軍
船

模
型
之
一
、
宝
物
之
一
部

八
王
子
絹
織
株
式
会
社

事
務
所
、
工
場
ノ
一
部

八
王
子
絹
織
株
式
会
社

多
摩
の
御
陵
を
鐃
る
史
蹟
（
内
務
省

御
蔵
版
）

白
山
神
社
経
塚
出
土
の
経
筒
、
三

軒
在
家
出
土
の
土
器
1
、
三
軒
在

家
出
土
の
土
器
2
、
三
軒
在
家
出

土
の
土
器
3
、
板
碑
（
子
安
神
社

蔵
）、
豊
公
征
韓
の
役
の
運
船
模

型
（
信
松
院
蔵
）、
隆
源
律
師
遺

骨
（
眞
覚
寺
蔵
9
）、
峰
開
戸
出

土
の
石
剣

武
州
高
尾
山
大
祭
当
日
　
修
験
者
登

山
之
光
景

青
梅
鉄
道
経
営
　
楽
楽
園
ノ
牡
丹

（
其
ノ
二
）

武
州
御
嶽
山
日
出
山

御
嶽
神
社
社
務
所

武
蔵
国
御
嶽
山
全
景

奥
多
摩
　
御
岳
山
の
景
観

霧
の
御
坂
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
奥

多
摩
の
山
々
、
射
山
渓
、
御
岳
平

展
望
台

武
蔵
国
分
寺
絵
葉
書
（
玉
栄
堂
製
）

国
分
寺

本
堂
、
無
邪
思
国
分
寺
全
景
、
国

分
寺
薬
師
堂
、
国
分
寺
ぬ
の
目
瓦

国
分
寺

奥
多
摩

鳩
の
巣
　
水
神
の
瀧
、
御
嶽
山
の

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
鳩
の
巣
渓
谷
の

バ
ン
ガ
ロ
ー
風
景
、
鳩
の
巣
渓
谷

の
風
光
、
奥
多
摩
湖
（
小
河
内
ダ

ム
）
の
風
光
、
御
嶽
橋
の
風
光
、

御
嶽
山
御
嶽
神
社
、
見
晴
台
の
風

光
日
原
鍾
乳
洞
　
名
勝
絵
葉
書

銚
子
瀧
、
梵
天
岩
と
燕
岩
、
日
原

全
景
、
ト
ボ
ー
の
景
、
鍾
乳
洞
、

天
祖
山
の
遠
望
、
稲
村
の
奇
岩

西
多
摩
氷
川
村
青
年
会
　
日
原
支

会平
成
18
年
度
に
江
口
英
一
氏
か
ら

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
地
図
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
絵
葉
書
・
絵
葉
書
五
四
七

点
を
順
次
整
理
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
平
成
19
年
度
で
完
了
い
た
し
ま

し
た
。
昨
年
一
二
六
号
に
一
部
を
掲

載
し
、
残
る
絵
葉
書
の
代
表
的
な
も

の
を
左
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

平
泉
・
中
尊
寺

中
尊
寺
本
坊
、
金
色
堂
、
金
色
堂

（
国
宝
）、
金
色
堂
内
陣
清
衡
壇

（
国
宝
）、
義
経
堂
、
経
蔵
・
峯
薬

師
堂
、
弁
慶
堂
・
義
経
弁
慶
の
像

（
弁
慶
堂
内
）、
金
光
明
最
勝
王
経

十
界
宝
塔
曼
荼
羅
（
国
宝
）・
平

泉
古
図
、
千
手
観
音
菩
薩
像
（
国

宝
）・
金
剛
界
大
日
如
来
像
（
国

宝
）、
一
字
金
輪
大
日
如
来
像
（
国

宝
）、
経
蔵
内
陣
（
国
宝
）・
金
銀

泥
一
切
経
、
金
色
堂
七
宝
荘
厳
巻

柱
の
部
分
・
金
色
堂
内
陣
、
金
銅

浮
彫
華
髪
・
螺
鈿
磬
架
・
金
銅
柄

香
炉

讃
衡
蔵
・
薬
師
如
来
像
、
毛
越
寺
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・
毛
越
寺
本
堂
、
月
見
坂
・
東
物

見
松
島
名
勝

五
大
堂
、
仁
王
島
、
材
木
島
、
不

老
山

大
本
山
永
平
寺

全
景
、
優
月
橋
・
勅
使
門
、
舎
利

殿
・
通
用
門
、
承
陽
門
・
承
陽
殿

龍
門
・
経
蔵
、
皇
太
子
殿
下
御
座

所
・
妙
高
台
併
二
大
光
明
蔵
、
孤

雲
閣
・
中
雀
門
、
皇
太
子
殿
下
御

中
餐
所
・
大
禅
師
御
座
之
間
・
不

老
閣
、
境
内
愛
宕
公
園
　
玲
瓏
瀧

・
愛
宕
公
園
二
於
ケ
ル
花
山
法
皇

ノ
石
像
ヲ
望
ム

東
海
名
区
　
清
見
寺

東
海
名
区
　
清
見
寺
の
五
百
羅
漢

秀
吉
公
の
詠
歌
並
ニ
撞
鐘
記
文

紀
南
の
展
望

紀
南
略
図
、
紀
南
展
望
解
説
、
那

智
山
1
、
那
智
山
2
、
観
光
の
新

宮
1
、
観
光
の
新
宮
2
、
瀞
峡
の

美
観
、
鬼
ヶ
城
、
湯
の
街
勝
浦
、

民
謡
の
串
本

大
和
法
隆
寺

法
隆
寺
金
堂
内
佛
天
蓋
附
属
千
人

像
推
古
朝
作
（
国
宝
）、
九
面
観

音
菩
薩
木
造
　
寺
伝
聖
徳
太
子
作

（
国
宝
）、
金
堂
虚
空
臓
菩
薩
木
造

寺
伝
印
度
人
作
（
国
宝
）、
金
堂

佛
天
蓋
　
推
古
朝
作
（
国
宝
）

秋
篠
寺
　
技
藝
天
立
像
（
首
部
ハ
天

平
期
乾
漆
）

秋
篠
寺
　
技
藝
天
木
彫
立
像
ノ
右
手

鎌
倉
期

興
福
寺
　
木
彫
天
燈
鬼
像
　
鎌
倉
期

康
弁
作

比
叡
山
延
暦
寺

大
講
堂
（
特
別
保
護
建
造
物
）、

根
本
中
堂
（
特
別
保
護
建
造
物
）、

横
川
中
堂
、
戒
壇
院
（
特
別
保
護

建
造
物
）、
釈
迦
堂
（
特
別
保
護

建
造
物
）、
相
輪

（
特
別
保
護

建
造
物
）、
法
華
及
常
行
堂
（
両

堂
を
合
し
て
二
内
堂
と
い
う
）、

浄
土
院
全
景
（
開
山
堂
）

高
野
山
大
門

高
野
山
金
堂

高
野
山
萬
燈
籠
堂

高
野
山
奥
之
院
御
廟

奈
良二

月
堂
、
猿
澤
池
其
一
、
猿
澤
池

其
二
、
嫩
草
山
、
春
日
本
社
、
奈

良
大
佛
像

特
集
　
紀
三
井
山
絵
は
が
き

本
堂
外
陣
、
本
堂
内
陣
、
開
山
為

光
上
人
自
作
像
（
監
査
状
付
）、

本
坊
大
玄
関
・
御
殿
、
開
山
為
光

上
人
御
請
来
の
三
種
霊
宝
・
紀
三

井
山
蔵
　
弘
法
大
師
筆
　
法
華

経
、
紀
三
井
山
蔵
　
雲
石
等
益
屏

風
・
探
幽
の
瀧
見
観
音
、
経
塚
・

應
同
樹
、
松
尾
芭
蕉
の
句
碑
・

佐
々
木
只
三
郎
の
碑

紀
三
井
山
南
坊

鳴
門
　
阿
波
撫
養
町
　
岡
崎
林
商
店

天
下
の
絶
景
　
鳴
門
海
峡
千
汐
の

潮
流
と
鳴
門
若
布
採
取
の
実
況
、

天
下
の
絶
景
　
渦
巻
く
鳴
門
海
峡

に
在
る
飛
島
（
遠
）
と
裸
島
（
近
）、

天
下
の
絶
景
　
鳴
門
海
峡
の
直
径

数
十
間
の
大
渦
と
怒
涛
、
天
下
の

絶
景
　
鳴
門
公
園
千
畳
敷
観
潮
場

と
御
手
植
の
松
、
天
下
の
絶
景

鳴
門
大
毛
山
に
林
立
せ
る
根
上
り

の
巨
松

大
宰
府
天
満
宮
　
飛
梅

都
府
楼
ノ
遺
趾

筑
前
大
宰
府
址
碑

御
成
婚
当
日
の
記
念

久
邇
宮
邸
前
の
奉
祝
緑
門
　
大
正

13
年
1
月
26
日
、
良
子
女
王
殿
下

久
邇
宮
邸
御
玄
関
出
御
、
丸
の
内

附
近
拝
観
の
市
民
　
大
正
13
年
1

月
26
日
、
赤
坂
御
所
前
奉
祝
の
光

景
　
大
正
13
年
1
月
26
日
、
宮
中

御
車
寄
よ
り
還
啓
あ
ら
せ
ら
れ
ん

と
す
る
両
陛
下
、
東
宮
殿
下
赤
坂

御
所
御
出
門
　
大
正
13
年
1
月
26

日
、
宮
城
二
重
橋
橋
上
御
同
乗
の

鹵
簿
　
大
正
13
年
1
月
26
日
、
両

殿
下
御
同
乗
二
重
橋
御
出
門
赤
坂
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御
所
へ
還
啓

一
九
二
四
年

奉
祝
の
花
電
車
　

尾
崎
咢
翁
　
中
沢
弘
光
画
伯
作
　
尾

崎
行
輝
蔵
版

尾
崎
翁
筆
〔
春
蘭
〕

尾
崎
行
輝
蔵

版
日
本
赤
十
字
社
　
臨
時
総
会
紀
念

明
治
43
年
11
月
　
特
別
陸
軍
大
演
習

紀
念

明
治
43
年
11
月
　
特
別
陸
軍
大
演
習

紀
念
　
大
演
習
の
光
景
　
1

明
治
43
年
11
月
　
特
別
陸
軍
大
演
習

紀
念
　
大
演
習
の
光
景
　
2

国
家
之
大
慶
事
　
祝
軍
艦
三
笠
浮
揚

東
京
銀
座
　
上
方
屋

日
本
郵
船
株
式
会
社
　
新
客
船
　
新

田
丸
　
1
万
6
千
5
0
0
頓

新
田
丸
航
路
図

ハ
ワ
イ
真
珠
湾
強
襲
　
吉
岡
堅
二
筆

逓
信
省

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
英
軍
の
降
伏

宮
本
三
郎
筆
　
逓
信
省

栄
光
に
輝
く
御
召
艦
　
榛
名：

御
大

礼
特
別
大
観
艦
式

陸
軍
特
別
大
演
習

第
7
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
出
品

ね
が
い
・
池
田
樵
園
、
老
孔
ニ
聖

之
会
見
・
中
村
不
折
、
笛
の
音
（
其

一
）・
中
山
秋
湖
氏
筆
・
笛
の
音

（
其
二
）・
中
山
秋
湖
氏
筆
・
松
林

仙
閣
（
其
一
）・
松
林
楜
氏
筆
、

松
林
仙
閣
（
其
二
）・
松
林
楜
氏

筆
、
松
渓
楼
閣
・
岡
田
蘇
水
氏
筆
、

二
等
賞
・
寒
林
幽
居
・
小
室
翠
雲

氏
筆
、
千
紫
萬
紅
（
其
二
）

寺

崎
廣
業
筆
、
凝
視
・
岡
田
三
郎
氏

筆
　
画
報
社
、
入
選
傑
作
作
品
・

蛍
・
上
村
松
園
氏
筆
、
入
選
傑
作

作
品
・
絵
に
な
る
最
初
・
竹
内
栖

鳳
氏
筆
、
入
選
傑
作
作
品
・
南
淵

魚
水
（
三
等
賞
）・
高
取
稚
成
氏

筆画
報
社
、
美
術
工
藝
社

第
8
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
出
品

両
国
（
其
一
）

池
田
輝
方
筆
、

両
国
・
三
等
賞
・
池
田
輝
方
筆
、

山
中
の
湯
・
廣
田
百
豊
氏
、
同
盟

罷
工
・
渡
邊
長
男
氏
、
琉
球
所
見

・
那
覇
港
の
夕
・
褒
状
・
岡
田
雪

窓
筆
、
二
等
賞
・
閑
雲
野
鶴
（
一
）

・
都
路
華
香
、
二
等
賞
・
閑
雲
野

鶴
（
二
）・
都
路
華
香
、
南
国
（
一
）

・
橋
本
關
雪
、
南
国
（
二
）・
橋

本
關
雪
、
墨
田
河
舟
遊
・
其
二
・

嫡
木
清
方
氏
筆
、
墨
田
河
舟
遊
其

一
・
二
等
賞
・（
東
京
）
嫡
木
清

方
氏
筆
、
ゆ
う
べ
・
二
等
賞
・（
東

京
）
菊
池
契
月
氏
筆
、
秋
海
棠
・

（
京
都
）
松
村
梅
叟
氏
筆
、
中
幕

の
あ
と
　
池
田
蕉
園
筆
、
も
み
じ

・
菊
池
華
秋
筆

帝
国
美
術
院
第
3
回
美
術
展
覧
会
出

品
　
美
術
工
芸
会

伝
説
の
淵
　
飛
田
周
山
氏
筆

煙
巌
山
（
1
）
川
北
霞
蜂
氏
筆

煙
巌
山
（
2
）
川
北
霞
蜂
氏
筆

岩
魚
釣
（
其
一
）
川
合
玉
堂
氏
筆

岩
魚
釣
（
其
二
）
川
合
玉
堂
氏
筆

磨
崖
　
中
村
不
折
氏
筆

第
12
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
出
品
た

め
さ
る
ゝ
日
・
嫡
木
清
方
筆
、
を

ん
ご
く
ノ
一
部
・
吉
岡
千
種
筆
、

焔
・
上
村
松
園
筆
、
も
の
日
の
つ

ど
ひ
ノ
一
部
・
三
宅
皆
山
筆
、
ふ

た
ば
・
伊
藤
小
婆
氏
筆
、
ほ
と
ゝ

ぎ
す
・
松
本
坡
水
筆
　




